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学校教育における

モビリティ・マネジメント
Mobility Management
事 例

財団法人 計量計画研究所
都市地域研究室 研究員 島田 敦子

さいたま市 2005年5月24日
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■■ 学校教育におけるMM
① 北海道教育大付属小学校：TFP(アドヴァイス法)
② 札幌市立平岡公園小学校：TFP
（行動プラン法 vs. アドヴァイス法）

③ 北海道社会科教育連盟：道路交通教育資料の作成
と授業実践

④ 富士市富士南小学校：子ども交通まちづくり
理想の公共交通を考える ：夢のバス

⑤ 富士市富士南中学校：子ども交通まちづくり
福祉と公共交通：コミュニティ・バスを走らせよう

⑥ 秦野市堀川小学校：TDM授業
かしこいクルマの使い方(行動プラン法)
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■■事例1
富士市富士南小学校：
子ども交通まちづくり
理想の公共交通を考える ：夢のバス

◇対象：６年生全員（５クラス１８０名）

◇テーマ：公共交通の役割・大切さを発見する、学ぶ

◇実施期間：平成16年９月２日～平成16年10月19日
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◇
授
業
の
全
体
計
画
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◇実施上の工夫（1）

富士南小学校６年生のバスの利用状況

・バスに乗ったことある

人の割合
・バスに一人で乗れる

人の割合

57
％

一人でバスに乗ったことが
ある人

富士南小公共交通利用実態アンケートより作成

67
％

バスに乗ったことが

ある人

②学習のきっかけとなる情報提供

富士市のバスの利用状況

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平成４年 平成１３年

0

20

40

60

80

100一日平均乗客数 運行バス台数

73台

57台

15,613人

7,814人

(人) (台 )

約10年間で、バス乗客数が約半分に減っています。

富士市統計書より作成

①公共交通利用実態アンケート(前)と効果計測アンケートの
実施(前/後)
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◇実施上の工夫（2）

④専門家などからの情報提供
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バスと電車の良い点

自動車より、少しのエネルギーでたくさん人を運べます。

運輸白書より作成
図 １０００kcalで人を運べる距離

約4.5倍

約７倍

バスの不便な点

利用者が少なくなると、ますますバスが不便になります。

バス輸送改善資料より

作成
図 バス交通への不満（名古屋のバスの場合）
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始発時間が遅い

乗り心地が悪い

循環路線がない

行く先や経路がわかりにくい

都心部までの直通路線がない

スピードが遅い

終車時間が早すぎる

乗り継ぎが不便

職員の勤務態度が悪い

混雑する

料金が高い

運行時間が不正確

運行回数が少ない

(%)

バス不便

利用者が

減る

バス会社

経営悪化

料金の

値上げ等

③公共交通の体験学習
（修学旅行、バスの日のイベント）
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■■事例2
富士市富士南中学校：
子ども交通まちづくり
福祉と公共交通：コミュニティ・バスを走
らせよう

◇対象：１年生（２クラス７０名）

◇テーマ：福祉面から公共交通の役割・大切さを発見す
る、学ぶ
◇実施期間：平成16年11月12日～平成17年２月３日
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◇
授
業
の
全
体
計
画
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◇実施上の工夫（1）
①公共交通利用実態アンケート(前)と効果計測アンケートの

実施(前/後)
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バス運行路線数（本/日）

バス乗客数（万人/日）

（本/日）
（万人/日）

（万台)

自動車保有台数(万台)

12.4万台

15.0万台

◆◆富士市のバスと乗用車の状況富士市のバスと乗用車の状況

出典：富士市統計書＊自動車＝乗用自動車＋軽四輪車

クルマは1 .21倍

バス乗客は

半分に

◆◆交通事故件数交通事故件数 （富士市）（富士市）
((第一当事者第一当事者**年齢別年齢別 ))

出典：

富士市統計書

（平成15年度版）

高齢者が引き起こす事故が増えている！高齢者が引き起こす事故が増えている！

※指数はH９年の 件数を１とする

指数
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0.5 15歳以下

16～64歳

65歳以上

65歳以上は
2.29倍

＊ 第一当事者とは、

過失(違反)の大
きいもの、過失

が同じであれば、

損傷の軽い者

をいう。

②学習のきっかけとなる情報提供

Ｑ：出かける時に使う移動手段は？
１位 自転車（29％） ２位 家の人の車（28％）
３位 徒歩（22％） ４位 バ ス（13％）
５位 タクシー （ 9％） ※回答者数70名
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◇実施上の工夫（2）

④公共交通の体験学習

③交通日記の記入（学校外活動）

交通日記の記入例
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◇実施上の工夫（3）

⑥学習のふりかえり

⑤成果発表会

学年発表会で発表発表の練習

バスにのってもらうための
アイデア・方策を考えているところ
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◇
授
業
の
評
価
（小
学
生
の
授
業
）

授業の実施前後で、みんなが「まちの問題」にもっと関
心を持つべきと思う小学生が、１割程度増えた

Q：みんなが「まちの問題」にもっと関心をもつべきだと思いますか？

授業の実施前後で、公共交通の役割・大切さを理解し
ている小学生は、２割強から５割に増えた

Q：できるだけ公共交通を利用するべきだと思いますか？
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「皆がクルマばかりを使っていると、公共交通がなくなる

と思うか」という問いに、授業前は「そう思わない」児童
が多かったのに対して、授業後は「そう思う」児童が多く
なった

◇
授
業
の
評
価
（小
学
生
の
授
業
）

授業の実施前後で、公共交通を残す協力意識をもった

小学生が、半数程度から７割に増えた
Q：公共交通を残していくために、「わたしたち住民」は協力すべきだと思いますか？
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◇授業実施上の留意点と課題

①行政は授業のサポーター

②教育的効果を最優先に

③教材としての地域情報を行政が提供する

④専門家とも連携

⑤授業前後での打合せ時間の確保

⑥児童・生徒への柔軟な対応

⑦結果は情報発信、共有する
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◇
授
業
の
進
め
方
（中
学
校
授
業
シ
ナ
リ
オ
）

② 高齢者の事故
（ ） 事故に占める高齢者の割合 

自動車(第1当事者)運転者の若者・高齢者別死亡事

故件数の推移

お年寄りが
運転しておこす
事故が急激に
増えている

1994 2004

③ （ ） 富士市の自動車保有台数 乗用車 の増加と

　　バス路線数ならびに利用客の減少

1984

〔 〕 台 

バス路線数と利用客の減少

乗用車保有台数の増加

〔 〕 人 

一方で乗用車の
保有台数はどん
どん増えている

バスの路線数が
減っている

バス利用客も
減っている

※想定される生徒の意見

・バスが減っているからみんな乗用車を利用するように
、 。なり 乗用車が増えた 

、 。・乗用車が増えたから みんなバスに乗らなくなった 
、・お年寄りが増えるのにバス利用者が減っているのは 

。お年寄りもみんな乗用車で移動するからだ 
、・お年寄りの事故が増えているのは 無理して乗用車に

。乗っているからかも 

※担任の先生のコメント

。・クルマが増えているからバスが減ってきた 
。・クルマが減ればバスの利用客も増えるかもしれない 

、 、・お年寄りは バスが減ってバスが不便になり クルマ
、以外で外出できなくなり 目が悪くなったり体調がすぐ

、れないときでも無理に運転したりして 結果的に交通
。事故にあっているのかもしれない 

２） （ ）  お年寄りを取り巻く現状を知る つづき 
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◇授業の実施体制（小・中学校共通）

小学校教諭

東京工業大学
藤井研究室

• 授業実施

• 富士市のバスの利用
実態などの地域情報
提供

• ゲストティーチャー

• 授業の進め方

• 各回授業の組み立て方

• 教材提供

• ゲストティーチャー

• 授業の進め方・組み

立て方のアドバイス

• ゲストティーチャー

富士市役所

国土交通省中部地方整備局

（(財)計量計画研究所）

富士急静岡バス㈱

• バス乗車体験

中学校教諭
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◇内容は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄに掲載されてます

国土交通省 中部地方整備局建政部ホームページ

http://www.cbr.mlit.go.jp/kensei/topics/machidukuri/index.htm

富士市役所 都市計画課 ホームページ

http://www.city.fuji.shizuoka.jp/cityhall/tosise-b/tosikei/

traffic/traffic_child/index.htm


